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An Analytical Framework for Corporate 









































































































































































































アクションプラン 当該年度の活動実績 対象（属性） 対象（質）
環境配慮型開発事業の推進 当社グループの開発案件での提案・検討・実施 自己 主体
スマートシティの実現 技術研究所スマート化の実証とプロジェクトヘの 自己 主体
参画
ZEBの推進 省エネルギー・創エネルギー技術を施工物件に展開 自己 主体
(Zero Energy Building) 
土壌・地下水浄化事業の推進 voe、璽金属などによる汚染士壌の浄化事業を推 自己 主体
進 自然 主体
生態系の負荷低減 間発時の影嘔評価技術を案件検討時に活用 自己 主体
発電事業を中心とした地域活 地域活性化につながる事業の検討 自己 主体
性化への取り組み 社会 主体
再生可能エネルギー事業の推 再生可能エネルギー発電母 自然 関係性
進 （インパクト： 9,752万kWh/年） 社会 不明
インフラの再生・長寿命化 インフラ再生・長寿命化に向けた技術開発・公募お 自社 主体
よび実証 他社 主体
水素エネルギーサービス事業 水素エネルギーサービス事業の検討 自社 主体
への取り組み
施工段階での省エネルギー推施工時の 1次エネルギー使用量を削減 自社 主体
進 （インパクト： 2010年度比31.0%削減） 自然 主体
再生可能エネルギー事業の推 再生可能エネルギー発電量 自然 関係性
進 （インパクト： 9,752万kWh/年） 社会 不明
0社 (2017)より筆者作成
－ 94 －
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